
年度 ２０１９年度（平成３１年度） 

科目 仕事と法 【講義形式】 

担当 松井 正彦 使用教室 ４４教室 

実務経験 
民間企業において１７年間経理総務人事関係の事務に従事し、社会保険労務士

の資格を取得した。大阪市立の校園にて商業教育全般に携わった。 

種別 ✔後期 

到達目標 
経済活動や日常生活を送るうえで、欠くことのできない知識や法律的に物事を

とらえることの大切さを学習する。 

資格 

実施月 
 

評価方法 
定期考査（中間・期末）の成績70％と平常点（課題・検定試験・出席状況等）

30％の合計で評価 

教科書等 経済活動と法（実教出版） 

指導内容 

第１週～第２週 

○取引に関する法 

・手形・小切手と法 

1.手形・小切手の意義と性質 

2.手形行為・小切手行為 

 

第３週～第４週 

3.約束手形 

4.為替手形 

5.小切手 

6.手形・小切手と企業活動 

 

第５週～第６週 

○株式会社と法 

1.会社の種類 

2.株式会社の特徴と株主の有限責任 

 

第７週 

3.株式会社設立の手続き 

 

第８週～第９週 

4.発起人と設立時取締役の責任 

5.株式と株主の権利 

 

第１０週～第１１週 

6.株式の種類 

7.株式の譲渡 

8.株主総会 

 

第１２週～第１３週 

○権利・義務と財産権 

1.権利・義務とその主体 

・権利・義務の主体 

・法人 

 



第１４週 

2.物と財産権 

・物 

 

第１５週 

・財産権とその種類 

 

第１６週～第１７週 

3.知的財産権 

・著作権 

・工業所有権 

 

第１８週～第１９週 

・知的財産権の特質 

・知的財産権法の活用 

 

 


